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1
　詩一集The　PITind　among　the　Reeds　G899）に収められた詩は，1892年がら，1899年にわたっで発表
されたものを，改訂集録したものである。この期間におけるYeatsの活動ゴま，様々な方薗に渡って
・いて，それぞれにおいてYeatsの異なった顔を見せる。詩人として詩を書き続けているのは勿論で
あるが，1893年には，Th・　C・tti・　Twilghtというアイ・・vラソドの民話蒐集の結果か牲れた本を出し
て，f。lkl。，i，tとしての顔観せる．1同’ｶく1893年に，　E．・J，・Elli・との共著として，　TI・e　PV・rk・　Of
Willam　Blaleeを出版し，　Blake研究家の面をあらわす。また，彼はeccultistでもある。　A　P・　Sinnet
のEseteric　Buddismについて1885年に聞いたのを契機として，1887年には・Madame　Blavatsky
を知り，翌年のクリスvス頃には，Theasophical　SocietyのEsoteric　Sectionに入り・1890年3短
　　　　　　　　　　　　　　　　もには，M。、Greg。r・Mathe・s紳心となっているth・O・der・f　th・（iOld・n　D・wnに入｝）　1）・1893年
6月にはそのInner　OrderのAdeptus　Minorに達している。これは10段階に分けられおOrder
Gradeの第5段階目に与えられた名称である2）。このYeatsのoccultistとしての活動は持続してゆ
き，1925年，また，1937年のAVisionとなって結実する。また一方では・Irish　Literary　Meve－
m・ntの活動家として，1892年のlri・h　Lit・・a・y　S。d・ty設立Vtta力し・アイルランド文学甑に尽
力し，協会樋じ畑版す磁書の鰍ミ者の席を，　Sit・Cha・les　G・van　Du欝静っ畑もする・ま
た，1891年，L。nd・n．｝こ恥mer・℃lubを働，薦世紀末詩入齢聞で・詩の繍，そ磯謙
行・・苅。n・I　J。h聡。・，砥thu・S卿n・等と交友雄ぶ副る・それ群こYeatsはジャーV－VZ5で
もある．1886靱来，暴して辮の形で溜f聞轍謙こ生盤熱搬る・虻・Ti・e　Ceng；tess
　　　　　　　　　　　　i・i、
　　　　　　　　　一・　　冒・i、
　　　　　　　　　　　　el
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Cathleen（1892）や，　Tlze　Lands　Of　Heart’s　Desire（1894）によって劇作家であり，　The　Secret　Rese
（1897），Stories　Of　Red　Hanrahaiz（1897），　Rosa／Alchefnica，　Tlie　Tables　of　the　Law，　and　The．Adoration
ef　the　Magt’（1897）によって物語作者としての面もあらわす。さらに，　Yeatsの個人的な事柄におい
て，Maudi　Gonneの求愛者，‘Diana　Vernon’の愛人としての彼がいる。
　以上のように，1892年から1899年前後のYeatsの活動の外観を見渡しただけでも，それが多岐に
渡っていることが，知られるであろう。そしてYeatsのこの多様な生活を通じて，詩作が静かに持
続している。このような生活をしているYeatsから生れてくる数kの詩が，この生活と無縁である
ことはできない。この多様な生活体験を昇華させることによって，Yeatsがどのような詩を作り出
し，そして，それが如何にしてTlze　Vlrind　ameng　the　Reedsという詩の世界を構成するに到るかを見
ることが，この論文の目的であるe
?
　The　17Vind　a2nong　the　Reeds（1899）に集録されている詩の1頃序は，それらの詩が作られた順序に従
ってはいないし，発表された順序に従ってもいない。L見するだけでは，いかなる意図をもって配列
がなされているのか計り難い。Yeatsの意図の究明は後に喚ずることとし，ここでは，まず，発表さ
れた順序に従って詩を配列しなおすことから始めたい。Yeatsの詩が歴i史的な時間に沿って変化して
行く様を見る為である。その表を別に掲げる（表1）。
　この表によって，発表された順に，その時の字句によって伽召幣π4σ粥伽g腕8R紹ゐの詩を読ん
で行くと，この当時のYeatsの詩の変化の過程がよく見てとれるようである。表1の第1，第2の詩
は，The　Roseのセクショソの中の詩の継続であるような色彩が強い。第3から15までの詩は，　Celtic
Twilight的だと言える。第16以後の詩は，広い意味で恋愛詩だと言えるのであるが，　The　Rese七ク
ショソの恋愛詩とは，違いがあって，Tlze　Rose的な詩への回帰ではないのであり，発達変化の様相
が見られる。
　大雑把には以上のように言えるのであるが，次に，個々の詩を取り上げて，もっと詳しく論じよう
と思うe
　表1の第1の詩‘A］M［ystical　Prayer　to　the　Masters　of　Elements，】Michael，　Gabriel　and　Raphael　’
の第1スタンザは次の通りである。
The　Powers，　not　kind　like　yeu，　ca主ne　where　God’s　garden　b！ows，
A血dsto工e　the　cr1mson　Rose，
And　hurled三t　froln　i給Place　before　His　footstoo玉white，
Intoも1ind圭且g　night．一一一一
〇，when　shall　Sorrow　wander　no　more　in　the　land
With　Beauty　hand　in　hand？
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　この引用によって知られるように，この詩の基本的なモチーフは，至福のうちにあった薔薇が，そ
こから離れ，この世の中に投げ出されているということである。これはTlte　Countess　I〈athleen　and
TLarious　Legends　and　Lyrics（1892＞の中の，・The　Rose　of　the　World・の
Aエnid　men’s　souls　that　day　by　day　gives　place，
More　f［eeting毛han　the　sea’s　foam丘cIde　face，
Under　the　passing　stars，　foam　of　the　sky，
Lives　on　this　lonely　face．
Bow　down，　archangels　in　your　dim　abode：
Before　ye　were　or　any　heaτts　to　beat，
weary　and　kind　one　stood　beside　His　seat，．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11．7L8）
　という，第2～第3スタソザにかけての詩句の中にも見出すことができる。この移ろいゆく世界の
中に変らず生き続けている蓄薇は，かつては神の傍に席を占めていたのだというのが，この詩の主旨
である。また，それは，‘The　Rose　of　Battle’の25行以下にも，見出すことができる。そしてまた，
同じ詩集の‘To　the　Rose　upon　the　Rood　of　Time’の，この「時という十字架にかけられた蕎薇」と
いう題名自体が，このモチーフの典型的な表現である。
現在の形におけるTlie　Roseセクシ。ソの中の薔薇を主題とした詩，‘TheRose。f　the　W。rld’，‘The
Rose　of　Peace’，　‘The　Rose　of　Battle’と‘AMyst三cal　Prayer’に共通する顕著な性格のうちの他の
一つは，そのいずれもが，キリスト教附な用語を用いていることである。‘God’，‘Angel’，‘Heaven　’，
‘He1Pなどの言葉のことを言っているのであるが，‘AMystical　Prayer’の中に用いられたキリスト
教的語句は，1895年のPoemsの中では全く姿を消し，　Tlie　PVind　a”tong　the　Reedsにおいてはさらに
改訂が行われて，1892年のこの詩とは，殆んど全く別な姿に生れ変り，Tlte　Roseの薔薇の詩とは印
象を異にする詩になる。しかし，1892年の段階では，この詩はその時の形では，The　Roseの中に置か
れても何ら不和が感ぜられないのである。自然の時間の流れの中では，Tize　Roseの詩と‘AMystical
Prayer’は連続しているのである。このことは，表1の第2の詩，‘The　Rose　in　my　Heart’について
も言いうるのであって，この詩の一節，
The　wrong　of、the　things　misshapen　is　wrong　too　great　to　be　told；
工hunger　to　buiid　them　anew，　and　sit　on　a　green　knoll　apart，
With　the　earth　and　the　sky　and　the　water　remade，　like　a　casket　of　gold＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll．5－7）
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　も今まで述べてきた詩と，この世の醜さの中に薔薇が置かれているという点でモチーフを同じく
し，この醜いものを作りかえ，緑の小山の上に，この世から離れて坐っていたいという願いは，
・In亘i5fr¢ごと共通しているのである。そして，これらの詩の共通の土台として，　Maud　Go且neに対
するYeats　OP愛カミあり，　The　Ordet’　of　the　Golden　Dawnへの入会がある。　Golden　Dawnから，
「時の十字架上の薔薇」というイメージを得，それをMaud　G⑪nneの姿に重ね合わせることによっ
て，これらの蒋が作られているのである。
　さて次匡，第6の‘Thε皿oods’という詩について論じたい。短いので全文を示す。
Time　drOPs　i皿く圭e¢旦y
Lik｛｝acand王已buz’nt　out；
Th¢mountains　and　woods
】臼［ave　th｛きir　day，　h養ve　their　day；
B亘t，｝d並dly　ol｛韮rout
Of　th毛…fir｛…－bor互11nood呂，
Y｛｝upaSS　E1髄暑w暴y．
　鎌縛韓，～諾群潮｝響漉誕～言86ε（1899）の中ではこれが第15の‘The　Everlasting　Voices，と第2の
｛A磁｝1t翻奮of癒e　Ra言e蟄猛ヨHearf，に装まれているのに擁えて，5行員以下が，‘斑豊批o且e短
癒¢麺就海f漁邑癒¢－bQ職蓑100d母Has　fa！1¢n　awa聲7と変えられていて，読んで電よく分らなかっ
たのである詳，これを箋婁順に董べて麹ぬて鞘得した．この詩は，Celtic孚wilight詩群と呼びうる
詩羨轟表さ無た時難に痘置しているのであ参，その｛生績上，この詩群江加えられてよいものなのであ
る巨うまi？tアイ’レラソドの蟹績達についての簸±なΦであるq
　亨艶鷺融郵i糖と穆つき糞』いは，翁沙時，母亥の綴父舞勢住むS圭lgeにおいて始まるが，　Madame
黛票r譲…監￥導　theesephistsと交わるにつ乳て，アイノレラソドの藪縫の鍵罪，民i話誌量罫カミ，　occu茎一
毒藏ξこよウて解襲すること鄭できるむではないかと考えるよ繋こなる3）。そして，1892年1瞬，こ
毒慧薯｛語雑韻藝那腿雑λ摯て拶ら，呈牟接iであ惹溝、∫舞議露蜘S｛夢毎磁という雑誌紀rアイ～レラソ
ド毒無綾を辱毬竈した時蓼ことをi織写も、歎績灘ま，普遍離たましいのもつ盈⑪磁Sなのだと譜く文
孝をi難表す毛。
奮藁豊嚢毒藝盤軽聡犠甦蓬e＄se1醸三轟セ灘毫毅⑳｛葦薯鍾議麓圭搬至サ奪｝職至翻蝿季轡轟号難三難evefy搬eeti
圭彗垂蟄壷暑麺奪難響毒輯嚢i註重轟瞬￥．ξ｝
　孟丁縫藏罐ぜ鑑墾露牟慧隷こ嚢糞き轟て1－・る塾毒．競｛綴言と無縫慧．Y｛iats江轟r｝て鞍甕江藏蓼
ついてぴ元毒で毒る。こ逼｝一籍e：｝遂誰搬翼蓼ミをi銭尋る鑑ら垂彗1，凌毒よう毒こ簸碁匿ろ襲主費嚢fi｝｛雪19ie；
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　という言葉を，この頃のYeatsは，現世を現世たらしめているものというニュアγスの下に用いてい
　る。この世に存在するもの全てを変化させ，限りあるものにしているのが「時」というものである。
・この「時」の観念は，Yeatsの初期の詩の中では，そのような「時」に支配されない妖精の国との対
　比において現われる。たとえば‘　The　Wanderings　of　Oisin　’である。
And　here　there　is　nor　Change　nor　Death，．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．284）
‘here’とは妖精の国，次に引用する‘The　White　Birds’の‘Danaan　Sh。re’も同じである。
1　am　haunted　by　numberless　islands，　and　many　a　Danaan　shore，
Where　Time　would　surely　forget　us，　and　Sorrow　come　near　us　no　more，＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IL　9－10）
　このように現世を支配している時間というものも、燃えている蝋燭が蝋のしずくを落しながら燃え
つきてしまうように，消滅してしまう時が来る，というのが，1－2行目の解である。その時，今ま
では時間の支配下にあってうつろいゆくものであった山や川が，これまで持ち得なかった永遠の相，
完全な姿をあらわすことになる，というのが3－4行目の意味である。5－－6行目については少し詳
しく解説しなければならない。‘rout　of　fire－born　moods’が妖精を意味するのは，前に引いた，　lrish
Tlzeosophistに載った支章か．らも明らかであるが，．このlmood・とは一体何か。　Yeatsは，　Blakeの
象徴を解説する時に，この言葉を使っている。その解説によれぽ，宇宙は三つの原理から成り立って
いる。すなわち，感情的なもの（Emotional，　Mood），知的なもの（lntellectual，　Thougt），物質的な
もの（Natural，　Thing）である。そして，これらは照応関係（correspondence）によって相互に結ばれ
ていて，連続的な関係にはなく，各自が他の象徴なのである。だがそもそもの初めはBiakeの言葉
では‘poetic　genius’，　Yeats流には原初的なtmood’があり，それが形を取ってthoughtになり，
これが物質的形式を取って物となるのである。このmoodは全ての事象の中に存在していて，宇宙の
歴史は，moodの歴史であると言えるのである。人間も，自分の中にそのgeniusとしてnユoodを持
っていて・これは拡散Uて宇宙的moodと合体しようとする性質を持っているのである。これを妨げ
ているのが，事物を象徴として見ず，事物自体の中に没しようとする理性なのである。このmoodこ
そが全てにおいて本質的なものであって，人問はこれに立返るべく努めなけれぽならない。これが
Yeatsのmoodに対する考えなのである5）。6行目にmoodsがfirely・bornと形容されているのは，
同じ著作の中で宇宙の全てに超越するものとして，Jerusalemと呼ばれ，‘the　kingdom　of　the
daugters　of　inspiration　’6）と呼ばれているものの事物的象徴として，‘Divine　Fire　’7）が充てられて
いることで納得できるであろう。また前の，妖精を呼び出すのを描いた文牽の申にも，それが，炎の
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形状をなしていたと書かれているs）。ところで，5行目の｛kindly’という言葉なのであるが・これ
を説開してくれるのは，The　Cettic　Twiligletの中の‘ARemonstrance　with　Scotsmen　for　having
Soured　the　Despo写ition　of　their　Gねosts　and　Faeries’という文章である。この中でYeatsは言う。
アイルランドの農民と妖精達は相互に愛情を抱いており，スコットラソド人のように彼等を恐れたり
はしない。スコットラソド人は，陰湿で宗教的な性格・を持っているので，彼等を悪魔的なものとみな
し，彼等を残酷に取り扱うが，アイルラソド人は，妖精達の味方となって戦い，そのお返しに知恵を
i授けられたりしている。妖精達のやさしさ，親切さを知ろうとするなら，人はアイルラソドに来なけ
ればならない，と9）。以上述べたことから，この詩の5－－6行口の意味は明らかだろう。時問が消滅
すべき時がいずれは来るのだが，しかし，宇雷の中にひそむ原初的なたましいから直接生れて来て，
アイルランドの地に昔から往み続けてきた．ts前達は，その時になっても減ぴ去りはしない永遠の存在
なのだと，言っているのである。
　このように考えて来る時，この短い詩の中に，Yeatsのこれまでの生活の殆ど全てが含まれている
のに驚かざるを得ない。幼少時からのSligoでの生活，妖精の国への憧憬，　mysticism，　occultism
への興味と知識，visionの能力，　Blakeの研究，これら全ての中からこの詩が生れて来ているのであ
る。
　このように，Yeatsの詩は，自然的時問の流れの中にある彼の生をその素材とし，契機として作ら
れているのであって，表1の第13以後に属する恋愛詩も，‘Dian・a　Vernon’とYeatsが呼んでその本
名を明かさなかったOlivia　Shakespearとの恋愛や，　Maud　Gonneとのそれから生れて来ている。
これらの恋愛詩は，伝記的事実を知らずにThe　1）ITind　ameng　the　Reeds（1899）の構成に従って読め
ぽ，よほど注意して読まぬ隈り，それらの対象となっている女性が複数であるとは気づきにくい。
あるいは，単数であるのか，複数であるのかさえ明確にならない。しかし，01ivia　Shakespearや
蝦aud　Gonneの性格，彼等のYeatsとの関係のあり方を知った上で，時間の流れの中にこれらの詩
を置いて読んでみるならば，どちらに封して書かれた詩であるかは，ほぼ明らかになる。
　表1の諮15の‘The　Shadowy　Horses　’は，‘Dia且a　Vernonの為に書いたものだとYeats自身が言
うている詩である10）。その9行から11行目はこうなっている。
Beloved，　let　your　eyes　half　close，　and　your　heart　beat
Over　my　heart，　and　y。ur　hair　fall　ab。ut皿y　breast
DroW且ing　Leve’s　lonely　hOur　in　deep　tWilight　of　rest；・一
　ここに播かれている濃密な関係は，YeatsがMaud　Gonneとは取り得なかったものである。　Maud
GgRneとの問には縮めることのできぬ距離があうた。第24の‘O’Sullivan　Rua　to　the　Secret　Rose’
の‘Faτ　eff，　most　secret，　and　invielate　Rose，’とbう呼びかけの言葉はこの距離を表おすものであ
るeこの詩rb；・Maud・Genneの為に書かれた詩であることは，何もこの距離だけではなくて・この藩
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薇が包み込んでいるとして列挙されているアイルラソドの伝説が全て，情熱の激しさを示すようなも
のであることからも窺い知ることができる。偶然に見かけた女とのただ一度の接吻の為に世界も妻も
失ってしまう王，戦いの後神kを追い出して，百日の間宴をし部下の死を嘆く王，王冠もその悲しみ
も投げ捨てて，歌うたいと道化を呼んで深い森の中で泥酔する王，屋敷も財産も売り払い，その髪の
光りで真夜中に仕事ができる程の輝く美しさを持った女を長い年月追い求める男，これらの人物の持
つ情熱の激しさはMaud　Gonneの気性の激しさと通ずるものとして描かれているのである。
　この詩と対照的なのが，第23の‘O’Sallivan　Rua　to　Mary　Lavell　’である。この詩は次のように
始まる。
When　my　arms　wrap　you　round，　I　press
My　heart　upon　the　loveliness
That　has　long　faded　in　the　world；．．．
　　　　　　　　　　　　（11．1－3）
そして，この‘loveliness　’が前の詩と同様に列挙されてゆくのだが，ここでは前の詩とは打って変
って静かなものばかりなのである。少し長いが引用する。
The　Jewe皿ed　cz’owns　that　kings　have　hur工ed
In　shadowy　pools，　when　ar皿ies　fled　；
The　love－tales　wove　with　silken　thread
By　dreaming　ladies　upon　cloth
That　has　made　fat　rnurderous　moth；
The　roses　that　of　old　time　were
Woven　by　ladies　in　their　hair，
Before　they　drowned　their　lover’s　eyes
In　twilight　shake且with　Iow　sighs；
The　dew・cold　lilies　ladies　bore
Through　many　a　sacred　corridor
Where　a　so　sleepy　incense　rose
That　only　God’s　eyes　did　not　close：．．．
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11，4－16）
　この静け’さ，穏やかさは，Yeatsの自俵的文章の中で描かれた‘Diana　Vernon，像と調和する。
Yeatsは∫her　nature　was　gentle　and　contemplative，’また‘her　beauty，　dark　and　still，　had　nobili・
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ty　of　defeated　things，’という言葉で彼女を描いている。そして，上に引用したうちの工1－12行目の
，i3句が，‘The　Shadowy　Horses　’の引用と似かよっていることにも気付く。この‘twilight　’とは目
にかぶさる女の髪によってもたらされる薄闇のことであるが，また，女の髪が金髪でないことを暗示
してもいるのだろう。
　ところで，上に引用したうちの6－－7行目の蓄薇のイメージe＃　，表1の第13の‘The　Twilight　of
Forgiveness，においても現われ，‘twilight’のイメージにおいても一一一tUしていることから考えて、
この詩も’　Diana　Verno且’への詩であると思われる。この詩の意味する所は暖昧で，おそらくわざと
暖昧に書いたと思われるが，詩の発表された時期や，YeatsがOlivia　Shakespearと親密になった時
期（1895年夏頃）を考え合わせるならば，この詩は，彼女に対する愛の詩と考えてさしつかえあるま
い。
　ところで，Maud　Gonneは，その目に，ある特殊な趣きを持っていた。そのことをYeatsはMemoir
の中で次のように書いている。私はMaud　Gonneのフラソスでの政治的な活動の成功に感動し，そ
して，
　　＿（1）read　with　pleasure　of　her‘mysterious　eye’that　drew　someゴournalist　to　say　it
contained　the　shadow　of　battles　yet　to　co血e．　I　also　knew　that　vagu．e　look　in　the　eyes　a且d
had　often　wondered　at　its　meaning　　the　wisdom　that　must　surely　accompany　its　sym・
bo1，　her　beauty，　or　lack　of　any　thought？12）
　この記述は，表1，第18の‘O’Sullivan　the　Red　to］Mary　Lavell　I’の第1行，‘O　CIoud－pale
eyelids，　dream－dimrned　eyes　’や，第27の‘The　Valley　of　Lovers　’の第4行，‘her　cloud・pale　eye－
lids　falling　on　dream－dimmed　eyes’さらには，前述の‘0’Sullivan　Rua　to　the　Secret　Rose　’の第
6～7行の’pale　eyelids，　heavy　with　the　sleep／Men　have　named　beau．ty’という詩句と照応してい
ると思われる。また，第18がMaud　Gonneを対象とする詩であることは，　Yeatsが1891年秋にMaud
Gonneに与えた‘vellum　beok　’の中にこの詩の原型と思われるものが入っていることからも明らか
である。　（第38の原詩もこの中に入っている。）ユ3）
　以上述べてきたことから結論として次のように言うことができる。銑召四磁σ7πoπ8伽1～8845と
いう詩集に収められた詩は，それを時の流れの中においてみるならば，それ以前に書かれた詩とごく
自然な連続関係を持ち，またYeatsの多様な相を持つ生の中からその素材を取ってこれを昇華し，そ
の生の流れに伴って変化してきたものである。そして，この昇華の結果，Yeatsの生の事実としての
外観はほとんど消失したが，それでもなお，注意深く見るならば，その痕跡を詩の中に見ることは可
能なのである，と。
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Yeatsは・1892年以後曙かれ塒を改訂編纂して・899年に出し塒集を物職4＿脚e
Reedsと鮒けた・こ嘱の中にYea騨この諜において目指し煉力～全て語られているのであ
るが・そ眈とをよく物語る諜がTl・e・C・ltic　Twilightの・AVi・i。nary・とい璋にあるので，こ
漉引肌たい・（この部分は現行のMacmill・n版で醐除されている．）ある若い詩旙く男が
Yeatsを訪れ詩を暗諦する時の話である。
They（i・…th・y・u・g皿an’・p。・孤・），　with　th・i・wild　mu・ic　as。f　wind・b1。wi且g　i皿the
「eeds・seem・t・m・th・very　in皿。・t　v・ice。f　C・ltic　sadness，　and・f　C・lti・1・nging　f。，　in且t。
things　the　world　has　never　seen．
そしてこの言葉に対して次のような注が加えられている。
Iw・。t・曲・ent・nce　l・ng・g。・Thi・・adness　n。w・eem・t・me　a　p・・t・f　all　p，。ples、wh。
preserve　the　moods　of　the　ancient　peoples　of　the　world．1　am　not　so　pre－occupied　with
the　mystery　of　Race　as　I　used　to　be，　but　leave　this　sentence　and　other　setences　like　it
u．nchanged．　We　once　believed　them，　and　ha▽e，　it　may　be，　not　grown　wiser．14）
　前の文章は1893年以前に，この注はユ902年に書かれたものであると思われる。この注の文章の中の
‘　moods　’という言葉に注意してもらいたい。前述のようにYeatsはBlakeの研究においてこの言葉
を用いたが，1902年の時点においてもまだこの考えを捨てていないのである。捨てていないどころ
か，葦の間を吹きわたる風の中に・この‘moods’の声を聞いていたということを上の文章は示す。
また，Yeatsは1895年の‘mood’論において次のように言う。
the　only　restraint　he（i．e．e　the　inユag三native　artist）can　obey　is　the　mysterious　instinct
that　has　rnade　him　an　artist，　and　that　teaches　him　to　discover　i　mmortal　meods　in　mortal
desires，　an　undecaying　hope　in　our　trivial　ambitions，　a　divine　love　in　sexual　passion．
　以上引用してきた文章を総合し・Tlte　I」IJrind　among　the　Reedsという詩集の内容に照らして考える
と次のような事になるであろう。この詩集の題は，入間のそして宇宙の深所にひそむ無限定なものの
声をこの中の詩が表現しようとしていることを象徴している。限定的なものを媒介として無限定なも
のを・つま’り・個人を超越し，現族を超越している根源的なものを表現しようとしているのである，’
と。
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　この為にYeatsがしたことは，まず，時の流れの中に置かれていた詩を，この時間的束縛から解
放し，別の詩的空間の中に置き直すことであった。このことを示す為に，表2を掲げる。この表は詩
の書かれた順序が徹底的に無視されていることをよく示す。この無視によって，たとえば時間的順序
に従って読めば，かなり明らかにされうるYeatsの二人の恋人の差異が，殆んど識別不可能になっ
た。つまり歴史的個別性が曖昧になり，個を越えたものがそこに現われてくることになる。
　次は個々の詩の字句修正である。たとえば，前に引用した‘The　Moods，の後半三行は次のように
改められた。
What　one　in　the　rout
Of　the　fire・born　moods
Has　fallen　away？
　つまり，・Kindly　old（rout）’という言葉が無くなった訳であるが，この言葉は前に説いたように
アイルランドの妖精の民族的性格を表わす言葉だったのである。そしてこれは字句修正における脱民
族的性格を示すほんの一例にすぎない。
　さらにYeatsは，詩のあるものに対して注を付けた。ほんの数行の注もあるが，大抵のものは随
分長々しいものである。この注の中で，Yeatsがやっていることは，個々の詩をそれが根ざしている
アイルラソドの民話，伝説，神話的世界の中に引き込むことであり，さらにこれを他の民族のそれと
比較対照することによって，もっと大きな世界の中へ組み入れ，他の民族にも共通する象徴と見倣す
ことなのである。つまりは民族性を脱した大きな象徴の世界の中に個kの詩を，ひいてはこの詩集を
位置づけようとしているのである。
　以上のような手段によってYeatsは時の流れの中にあった彼の生を，そしてその生の中から生れ
た彼の詩を，より根源的で普遍的，かつ無限定なものの象徴にしようとしたのである。その過程の少
なくとも一部は，以上述べてきたことによって明らかにされたものと信ずる。
　（以上に引用した詩は全て，The　Variorum　Edition　Of　the　Peems　of　177．　B．　Yeats　ed．　by　Nlt　and
Alspach（Macmillan，　1973）から引用，または再構成したものである。）
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表　1
a b C d
1 73
　2　　44
’3　　77
　4　　69
　5　48
　6　　43
　7　　41
　8　　45
　9　　60
10　　50
11　　51
（12）　39
??????????????
A　Mystical　Prayer　to　the　Masters　of　Elements，　Michael　Gabrie1　and
Raphael．
The　Rose三n　my　Heart．
The　Fiddler　of　Dooney
（untitled　in　the　stoエy‘The　Twisting　of　the　Rop巳，）
The　Ce1亡ic　Twilight
The　Moods
The　Faery　Host
The　Stolen　Bride　　　　　　　　　！
Cap　and　Bell
The　Song　of　the　Old　Mother
（untitled　in　the　stery‘Those　Who　Live　in　the　Storm，）
To　so皿e工have　Talked　withわy　the　Fire／（The　Dedication　of　a　new　book　of
verse）
The　Twilight　of　Forgiveness
（untitled　in　story』‘The　Binding　of　the　Hair，）
Everlasting　Voices
Two　Love　Poems／The　Shadowy　Horses
　　　　〃　　　　　／The　Travail　of　Passion
O’Sullivan　the　Red　to　Mary　Lavell　I
　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　II
（untitled　in　tex亡of‘　The　Vision　of　O，Sullivan　the　Red，）
The　Two　Poems　eoncerning　Peasant．　Visionaries／A　Cradle　Song
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　／The　vaIley　of　tlle　Black　Pig
O’Sullivan　Rua　to　Mary　Lave11
0，Sullivan　Rua　to　the　Secret　Rose
Winafle－s亡raws／1．　O，Sullivan　Rua　to　the　Curlew
　　　　　〃　　　　／11．out　of　th已01d　Days
The　Valley　of　Lovers
The　Blessed
The　Desire　of　Man　and　of　Woman
So119
AMad　Song
Aodh　to　Dectora　　　　　　　　　　　　　』
　　　　〃
　　　　〃
　　　　ノ1
Song　of　Mongan
Bressel　the　Fisherman
He　wishe5　for　the　Cloths　of　Heaven
Oc亡．1892
12Nev．〃
Dec．　　〃
24Dec．〃
29July　1893
August〃
70ct，　〃
45Nov．〃
17Maエ℃h　1894
Apri1　　　〃
21JuIy　　　　　”
M y　1895
2　Nov．〃
Jan．1896
　　　〃
　　　〃
　　　〃
March〃
　　　〃
April〃
　　　〃
　　　〃
Ju！y　〃
Sept．〃
Nov．〃
　　　〃
9Jan・1897
April〃
June　〃
24∫uly〃
4Aug．〃
9Feb．工898
May
　〃
　〃
Oct．　〃
Dec．　〃
1899
注） この表はAllt＆Alspach，　The　Variorittn　Editioi；　o∫　tJte」Poems　of凧B・Yeats（Macrnillan，　1973）に蓋い
て作成した。aは詩の発表順に付した番号，　bはT7：ariortefn　Editionにおけるその詩の番号，　cは初めて
発表された時のタイトル，dはその時の日付である。（12）は年代的にはここに位置するがThe　Mind
π，，‘碑g伽1～8θ爵（1899）には入っていない詩である。
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表　2
r！　rm－－r?????????????????????????????????????The　Hesti皿g　of　the　Sidhe
The　EverlastingVoices
The　Moods
Aedh　tells　of　the　Rose　in工li3　Heart
The　Host　of　the　Air
Breasal　the　Fisherman
ACradle　Song
IIlto　the　Twilight
The　Song　of　Wandering　Aengtts
The　Song　of　the　Old　Mother
The　Fiddler　of　Dooney
The　H町t　of　th已Woman
Aedhユarnents　the　Loss　of　Love
Mongall　lam巳nts　the　Change　that　has　come　upon　him　and　his　Beloved
Michael　Robertes　bids　his　Beloved　be　at　Pe且c已．
Hanrahan　reproves　the　Curlew
Michael　Robertes　rememlber8　Forgotten　Beauty
APoet　to　his　Beloved
Aedh　gives　his　Beloved　certain　Rhy皿e5
To　his　Heart，　bidding　it　have　no　Fear
The　Cap　and　B已IIs
The　VaIley　of　the　Black　Pig
Michael　Rodertes　asks　Forgiveness　because　of　his　Many　Moods
A已dh　t巳11s　of　a　Valley　full　of　Lovers
Aedlh　tell§of　the　Perfect　Beauty
Aedh　hears　the　Cry　of　the　S已dge
Aedh　thinks　of　those　who　have　Spel｛en　Evil　of王iis　Beloved
The　Blessed
The　Secret　Rose
Hanrahan　laments　b巳cause　of　his　Wandeτings
The　Travail　of　Pass三〇n
The　Po已とpleads　with　his　Friend　for　Old　Frie！ユds
Hanrahan　spe且ks　to　the　Lovers　of　his　Songs血Coming　Days
Aedh　pleads　with　the　Elemental　Poweエs
Aedh　wishes　Beloved　were　Dead
Aedh　wishes　for　the　Cloths　of　Heaven
Mongai　thinks　of　his　Past　Greatnes5
注）　この表も表1と同じくVariorum　Editionに基レ・て作ったものである。　aはTlee　MTinds　among　the　Reeds
　　　　（1899）の作品順に付けた番号，bは表1のaの番号，　cは飢β瑚”4sσ脚％8伽Reeds｛1899）における
　　　　詩のタイトルである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）Richard　Ell皿an，　Yeats：Tlte　Man　and　il（asks（Faber，1961）P．　63以下，及び，　P．　89以下参照e
2）Virginia　Moor，　The　V7n　ico　rfi（Octagon　Books，1973）P．　134以下参照。
3）J・P・Frayne・ed・，　Vncotlected　Prese　by　PPT．　B．　Yeats　Vol．1（Macm三11an，1970）P．130以下参照。
4）　　ibid、，　p．247．
5）E・　J・　Ellis　and　W・　B・　Yeats　ed・，2距81砺距5げ職’勧πB励2（AMS，　Reprinted　ed．，　：973）Vol．1，　PP、235－245．
6）　　ibidL，　p．256．
7）　　ibid」，　P．260．
8）　Uncollected　pプose　Vol．1，　p．246．
g）W．B．　Yeats，　Mythelogies　（Mac皿illan工959）p．106以下。
10）　W．　B．Yeats，胚備oまプ（Macmillan　1972）ed．　by　D已11三s　Donoghue，　P．86．
11）　　ibid．，　p．74，　p．85．
12）　　ibid．，　p．60．
13）Ellman，銑8忽醐醐d　Mσ謝pp．　157－8．ここまで述べて来たことや，作品内容などから考えて詩を分類する
　ならばOlivia　Shakespearを対象とする誌は表1の13，16，17，23，であり，　Maud　Gonneのものはt　18，24，
　25，27，29，3工，32，34，36，37，38である。両方を対振とするものは，33e疑問が残るのは，14、19，20，
　35である。
工4）　W．B．　Yeats，　The（フeltic　Ttv　it　igitt（A．　H．　Bul！en，1908）pp．13－14．
15）Uncellected　Pt’ose　Vol．　r，　P．367，あるいは，　W．　B．　Yeats，　Essays　and　lntroduct　ions（Mac皿illan，1961）P．　195．
